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身装関連 マルチメディアデータベースの作成と使用経験

水田　忍　　　　　　　 高橋晴子　　　　 八村広三郎

国立循環器病センター　 大阪樟蔭女子大学　 立命館大学

久保正敏　　　　大丸　弘

　　　国立民族学博物館

　統合検索機能をもつ身装関連マルチメディアデータベースシステムについて述べ る。このシステムは、

タイプのちが う複数のデータ 群を同時に検索す ることができる。まず、システムの概要について述べる。

つぎに、使用経験にもとづきシステムの操作性を検討 し、利点と問題点を明らかにす る。統合検索機能

の利点 は、操作の簡略化、検索時間の短縮化がはかれ、また同一画面上での検索結果データの比較検討

が可能な ことである。問題点 は、文献と画像のタイプのちが うデータに対 して、共通の分析コー ドを用

いているため、検索 の精度に限界のあることである。本システムは、 レファレンス用データベースとし

て考えている 「身装専門電子事典」作成のために有効であることがわかった。

Implementation and Evaluation of  Multimedia. Costume Database

Shinobu Mizuta Haruko Takahashi

National Cardiovascular Center Osaka Shoin  Women's College

 Kozaburo  Hachimura

 Ritsumeikan University

 Masatoshi Kubo Hiroshi  Daimaru

National Museum of Ethnology

    This paper describes the Multimedia Costume Database System which has the capablity of 

handling several kinds of databases at the same time. After the outline and the  implement-

ation of this system are described, the result of evaluation of the system is  mentioned. 

   Finally, the use of the system for developing the Digital Costume Cyclopaedia, which is 

now being developed, is also discussed.
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1.ま えが き

　 われわれは、1984年 よ り服装を中心とする身装

関連デー タベース 「民博コスチ ュームデータベー

ス(MCD)」 を作成 して きた。MCDは9つ の

データ群によって構成されてお り、現在合計約20

万 件 の文字、文書画像および画像のデータが入力

されている。

　今回、MCDの デ ータ群の うち、5つ のデータ

群を対象 と して、身装関連マルチメディアデータ

ベース システムを完成 した。なお、この システム

は1993年 よ り手が けてきたものである[1][2]。

　 本 システムの特長は、複数のタイプの ちが うデ

ータ群を、 同時に検索できる統合検索機能をそな

えていることで ある。まず、システムの紹介、お

よび前回報告[2]以 後 の改良点を述べる。つぎ

に使用経験に もとついて、システムの操作性を検

討 し、利点 と問題点を明 らか にする。

　また、 このシステムの、 「身装専門電子事典」

作成 のためのツールとしての役割を検討す る。

くんでいる一次的なデータ群である。

　データの文字属性情報は、MCDの データ分析

のための共通項 目である合計32項 目(表1)に そ

って分析 され、情報が付加 されている。

表1デ ータ分析項目

2.身 装 関連マルチメデ ィアデータベースシステ

　　ム

2.1対 象 データ

　本マルチメデ ィアデータベースシステムの対象

とす るデータ群は、つ ぎの5つ のデー タ群であり、

収録データ件数は合計約56,000件 で ある。

0デ ータ番号

1著 者名

2論 文名

3掲 載誌名

4巻 号 ・ペ ー ジ

5図 書 名

6　 シリーズ名

7版 次

8事 典項目

9事 典整理番号

10　 引用事典名

ll出 版地

12出 版社

13発 行年月

14画 像番号

15　所蔵者 ・機関

16　民博標本番号

17民 博標本名

18現 地 名

19　 民族 ・地域分類(owc)

20特 定 地域名

　　　　　(フ リーワー ド)

21時 代

22特 定期間名

　　　　 (フ リーワー ド)

23　 フ リーキーワー ド

24　 服装専門分類/身 装概念

　　コード

25　標本資料分析コー ド

26資 料の所在

27資 料 形態

28使 用言語

29抄 録

30NDC,　 UDCあ るいは国立

　　国会図書館分類番号

31MCD図 書分類番号

(1)日 本 語雑誌論文 ・記事(1967-)

(2)日 本 語図書(1868-1993)

(3)外 国語民族誌

(4)関 連 画像資料

(5)日 本 語新聞記事

41,　600件

10,　276件

1,　683件

　 663件

1,846件

　関連画像資料 と、 日本語新聞記事 につ いては、

現在 まだテス トの段階であ り、それぞれの本来持

つデータ件数のすべてをあつか うにはいた ってい

ない。

　 (1)か ら(3)は 、資料の所在を指示す る二次的な

データ群であり、(4)と(5)は 、 資料の内容を もふ

2,2シ ステム構成

　 このマルチメデ ィアデータベースは、UNIXワ ー

クステーシ ョンSUN　Sparc　 Station　 10上 で 動作す

る。操作は、OpenW　indows上 に構築 されたGU　Iに

より実現 している。D脳Sに は、商用DBMSの 晦riad

(TransAction　 Software　 GmbH)を 用 いている。

　 このMyriadは 、 クライアン ト/サ ーバ ー型の リ

レーシ ョナルデータベースエンジンである。複数

のデータベースの登録が可能で、それぞれのデー

タベースは計算機ネ ッ トワーク上に分散 して置く

こともできる。

　 Myriadの 特 長は、テキス トデータの全文検索が

可能で、データのすべての文字列を検索の対象 と
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し典拠ファイルを作成することである。

2.3ユ ーザー イ ンターフ ェース

　 前 回報告[2]以 後 に、改良された点につ いて

述べ る。

2,3.1メ イ ンメニューの機能

　 システムを起動す るとメイ ンメニ ューウイ ン ド

ウが表示 される(図1)。 このウイ ン ドウは、検

索対象のデータベースを選択 し、検索条件を設定

す るのに利用 し、検索実行をおこな う3つ のワー

クスペースか ら構成されている。

　 今回、検索条件設定ワー クスペースに、事典項

目のボタンを追加 した。 これは、検索用語を設定

した場合、その用語が事典項目に登録 されてい る

場合は、掲載事典名 とページ数を表示する もので

あ り、第4章 で述べる 「身装専門電子事典」を作

成するため に必要な機能である。

2.3,2ウ イ ンドウ

　従来か らのメインメニューウイ ン ドウ、検索用

語メニ ュ0ウ イ ン ドウ、検索結果一覧ウイン ドウ、

詳細内容ウイン ドウにくわえ、以下のウイン ドウ

を追加 した。

a)検 索 件数一 覧ウイン ドウ(図1)

　 メ インメニ ュー内で指定された検索対象データ

ベ0ス と検索 されたデ一 タ件数を表示す る。 さら

に、 データを一覧表示す るか どうかを確認す るメ

ッセージを表示す る。

b)身 装概念 コー ド解説ウイ ン ドウ(図2)

　 身 装概念 コー ドは、一 種の シソーラスコー ドで

ある。概念の近縁関係、階層関係を、言葉ではな

くコー ドで あらわ した ものである。本ウイン ドウ

は、属性情報と して表示 された身装概念 コー ドに

対応する用語を表示する。 これによってコー ドの

意味が画面上で理解できるようにな った。

c)拡 大画像 ウイン ドウ(図5)

　一 覧表示 された画像をク リックすると、詳細表

示のウイン ドウが開き、 さらに拡大画像を表示す

ることができる。

　拡大画像ウイ ン ドウは複数開 くことができる。

最大5件 表示できる詳細内容 ウイ ン ドウに対応す

る拡大画像を、同時に表示することがで きる。画

像はPhotoCD化 したものか ら、512×768の サ イズ

の ものを利用 している。

d)エ ラーメ ッセージウイ ンドウ

　 エラーメ ッセー ジを表示する。

2.3。3検 索機能

　検索は、AND　ＯＲ,　NOTの 論 理演算子を用いて作成

される論理式による検索文によっておこなう。そ

して、 同じ属性分析項 目を もつ、タイプのちがう

複数 のデータ群にたい して も同時に検索をかける

ことができ、結果 を一覧表示す ることが可能であ

る。

　検索項目のひとつである服装専門分類/身 装概

念コー ド(表1の 項 目24)に よ る検索を、今 回つ

ぎのように改良 した。この項 目は、われわれが独

自に作成 した専門分類表[3]　 と身装概念コー ド

表[4〕 　 に対応す る項 目である。

　専門分類表は、ふたつの面か らな るファセ ット

構造をもっている。 布地、ウイメ ンズウエア、和

服な どのモノそれ 自体をあらわす縦軸(ア イテム)

と、生産か ら消費にいたるモノの流れをあ らわす

横軸(フ ローステ ップ)を 組み合わせて、分類 コ

ー ドを設定する。分類 コー ドは、アル ファベ ッ ト

2桁 と、数字1桁 の3文 字で構成 されている。た

とえば`EQ　 1'は 、 布地の色 ・文様などの表面特性

をあ らわす。

　いままでは、すべてのデータに付与 した、身装

概念コー ドによる検索を優先 してきたが、今回、

分類コー ドによる検索機能 も整備 した。これによ

って文献索引データ群については、分類 コー ドに

よる検索が可能 とな った。

　身装概念 コー ド表は、概念の近縁関係や階層関

係などを表現す るために、 この服装専門分類表を

さらに発展 させて作成 した一種の シソーラスであ

る。シソーラスとおな じ機能をもっているが、用

語に優先語、非優先語の区別をつけず、近 い内容

を もった言葉をグルー ピング しコー ドづけをおこ

な っている。コー ドの最初の3桁 は、専門分類 コ

ー ドをそのままつかい、 さらに2桁 および、小数

点以下2桁 までの数字で構成 されている。
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図1　 メインメニューウイ ンドウおよひ検索件m覧 ウイン トウ

図2　 身装概念 コー ト解説ウイン トウ
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　 た とえば、　 `EQ123'　 は 、紋章 と家紋をグルー

ピング してつけ られたコー ドで ある。

　従来 この身装概念コー ドを用いて検索をす る場

合、 コー ドを直接入力 して検索を実行 してきたが、

今回 コー ドに対応する用語によっても検索で きる

ようにシステムを改良 した。たとえば、　 `EQ　12　3'

の場 合、このコー ドを直接指示す るほかに、 「紋

章」で も、 「家紋」で も検索が可能とな った。 こ

れ によ って、検索者はあたか も自然語で検索 して

いるような印象を もつ ことができる。

　同時に、 さきにも述べたが、検索結果のデータ

の属性情報 として表示 された身装概念 コー ドにつ

いては、 コー ドに対応す る用語を表示で きるウイ

ンドウを作成 した。

2,4検 索 例

　図3、 図4お よび図5は 、前述 した5つ のデー

タ群のうち、外国語民族誌をのぞ く4つ のデータ

群を対象 として、キーワー ド「洋装」で検索をお

こなった結果である。

　図3は 、雑誌 記事索 引データの検索結果を表示

している。1画 面に10件 の タイ トル一 覧を表示 し、

さらに10件 の うち1件 の属性情報を表示 して いる。

　図4は 、新聞記事文書画像の検索結果を表示 し

ている。1画 面 に5件 の文書画像を表示 し、 さら

に5件 のうちの1件 の属性情報、および拡大文書

画像をか さねて表示 してい る。

　図5は 、新聞記事文書画像 に くわえて、画像デ

ータの属性情報、および拡大画像をか さねて表示

している。なお、画像 も文書画像 とおな じように、

1画 面 に5件 の検索結果を表示することができる。

3,シ ス テムの使用経験 と評価

　本 システムの使用経験のない3名 の被験者が、

システムの操作性に関す る評価をお こなった。

　 システムの機能、ウ イン ドウ構成、検索文の作

成法につ いて簡単に説 明したの ち、各 自が検索を

お こなったが、操作手順 につ いては、3人 とも容

易に理解を示 した。む しろ、マウスの左右のボタ

ンの使 い分けな ど、機器その ものへ馴れることの

ほうに時間を必要 とした。

　 ユーザーインターフェースの機能について、以

下のようない くつかの指摘をうけた。

(1)検 索 中のサインが表示されないので、検索を

おこな っているのか どうかわか らない。

(2)検 索 文を変更 したい とき、検索文設定のため

の動作を最初か ら繰 り返 さな けれ ばならないため、

操作が煩雑になる。用語選択のためのプルダウン

メニューは、検索者が閉じないかぎり、表示 され

たままになっているほうがよい。

(3)AND,　 O　R,　NOTの ボ タンが使いに くい。

　 (1)と(2)に つ いては、改善を試みる。(3)に

つ いては、ボタ ンの位置について検討す る。

　つ ぎに、複数のタイプのちが うデータ群にたい

して、おな じ検索文を用い同時に検索をかけた場

合の、利点 と問題点を記す。

　利点はつぎのふたつである。

(1)複 数 のデー タ群について、おな じ検索文を も

ちいて同時に検索をか け、検索結果を得 ることが

できるため、操作の簡略化、検索時間の短縮化が

はかれる。

(2)得 られた結果 について、同一画面上で、タイ

プのちがうデー タを同時に表示す ることがで きる

ため、データの比較検討に有効である。

　つ ぎに問題点であるが、身装概念コー ド(表1

の項 目番号24)は 、 タイプのちが うデータ群の共

通分析 コー ドとして用いている。最初、 この概念

コー ドを作成 したときは、まず さしあた りは、文

献データを分析す るため という目的があったもの

の、将来、複数の資料 ・タイプにまたが って利用

できる共通分析コー ドを意図 していた。

　 しか し、経験上、文献デー タと画像 デ0タ では、

どうしても概念のズ レが生 じることがわか った。

実際、共通 して使用 しているコー ド、すなわち画

像の分析にも使えるコー ドは、約2,000の うち500

程 度である。た とえば、画像の分析に甘、 「消費

者情報」あるいは 「繊維産業」などの抽象名詞 は

不必要である。

　 また、文献検索時 と、画像検索時の検索用語選

択 についての大きなちがいは、以下のことによる。
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図3　 雑誌記事索引テータ検索結果

　

図4 新 聞記事文書画像データ検索結果
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　文献検索の場合 は、言 うまでもな く、言葉を用

いて検索をする。画像の場合は、イメージをイメ

ージで検索す る方法をべつにすれば、検索者の頭

の中にあるイメー ジを言葉に変換 して検索をお こ

な う。イメージを言葉 に変換す る場合、単語をな

らべ るよ り、ある程度の長さを もつ文章で表現す

るほうが 自然で ある。

　以上のような理由か ら、文字データと画像デー

タについて は、 まった くおな じシソー ラス、ある

いは身装概念コー ドのようなそれに代わるものを

利用するのは、多少の無理があることがわか った。

　また上記 のことに関連 して、画像 については、

論理演算式による検索法には、今後限界が生 じて

くるであろうと考える。

　つぎに、以上のような利点 と問題点をふまえた

うえで、本 システムを有効利用するための方法 に

ついて述べ る。

4,「 身装専門電子事典」作成のための本システ

　ムの利用

　 「身装専門電子事典」は、身装関連の情報提供

者(専 門司書や研究者など)が 、レファレンスの

際のツ0ル として利用することを想定して、現在

作成中の約30,　000語を収録予定としている事典形

式のデータベースである。

　専門家以外の0般 の人々は、ある用語に関する、

説明や画像および文献などについて、特異な例よ

りも標準的な例を求める場合が多い。たとえば、

画像を例にとっていうと、60年代の ミニスカ0ト

の画像が見たいという場合、ひとりの女性がミニ

スカー トをはき、全身が表現されている画像をま

ず、好む傾向がある。

　経験上からいうと、このような単純な要求に答

えられる画像はみつからない場合が多ぐ、また、

たくさんの画像のなかのひとつであったりする。

これは、画像のデータベースを作成する側の問題

であるが、作成者は普通、ある分野の画像を集め

ようという意図をもって収集する。しかし、ある

用語に該当する適当な画像を収集するということ

は、能率が悪いので、なにか理由がないかぎり普

通 このようなことは しない。そのために、汎用の

画像デ0タ ベ0ス では、ある用語についての標準

的な画像のデ0タ をふ くんでいる確率は低い。

　以上のような理由か ら、ある一定の基準 によ り、

ひとつ の用語についてあ らか じめ、標準的な画像、

文献等を選択 して入力 してお くほうが、 レファレ

ンスツール としては、有効であると考えた。それ

には、事典形式、すなわちひとつの用語について

の説明、用例、関連す る画像 ・図版 および文献を

対象 としたデ0タ ベースが適当である。

　現在MCAに は、20万 件 のデ0タ を対象 とした9

つ のタイプのちが うデ0タ 群のほかに、国内外の

辞書30種 類 を対象に、関連用語を収集 した 「コス

チュームサイクロベデ ィア」というデ0タ 群があ

る。 この 「コスチュームサイクロペデ ィア」の用

語を基本に して、ほかの文字デ0タ 群、および画

像 ・文書画像データ群を有機的に結 びつければ、

事典形式のデータベ ースは作成可能である。

　 この 「身装専門電子事典」を作成す るためには、

統合検索機能をそなえた、本身装関連マルチメデ

ィアデータベースシステムが利用で きると考えて

いる。3章 で述べたようない くつかの問題点が残

ってはいるものの、画像の分析 ・検索が用語 のレ

ベルで処理できるレファレンス ・ツール用のデー

タベ ースの作成には、有効に利用で きるであろう。

　現状では、システムの作成 と、用語の整理等の

データ加工をお こな っている。実際 にシステムに

データを入力し、運用することは、今後の課題 と

したい。

5,あ とが き

　統合検索機能をもつ、身装関連マルチメディア

データベ0ス の システムの概要、および前回報告

[2〕　 以後の改良点について述べた。つ ぎに使用

経験 にもとついて システムの操作性を検討 し、利

点 と問題点をあきらかにした。

　　 また、 レファレンス用データベース 「身装専

門電子事典」の作成には、本 システムが有効に利

用できることがわかった。

　なお、この電子事典のデ0タ は、その素材がか
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な り蓄積されて はいるが、収録用語約30,000語 に

対応する適当なデー タが、十分そろっているか と

いえば、著作権の問題 もあ りそうとはいえない。

今後 も、データの蓄積を心がけるとともに、 これ

に ともな う著作権 について も対処する方法を検討

していく予定である。
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図5　 画像データ検索結果
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